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卒業研究 1(薬物代謝動態学分野)

責 任 者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 医療薬科学講座薬物代謝動態学分野 幅野 渉 教授

・教育成果（アウトカム）

薬物の代謝は主に肝臓で行われ、その能力は効果や副作用の現れ方と密接に関連する。一方、薬物

代謝や薬物動態の能力は遺伝的要因、非遺伝的要因により、個体間で著しく異なる。薬物代謝や薬物

動態を担うタンパク質は、薬物、大気、飲料水、食品などを通じて体内に取り込まれる生体外異物の

代謝・動態に関わっており、代謝能の変動とこれら異物に起因する毒性との関係を評価することは重

要である。卒業研究 1 では、薬物代謝・薬物動態の変動要因が現れるメカニズムに関する実践的・実

験的研究手法を学びながら薬物や生体外異物の代謝や動態の意義について学習する。薬物動態に関連

する分野の日本語・英語の学術論文等から得た情報や、実験研究の結果をまとめ、発表する基礎的な

技術と態度を身につける。                 （ディプロマ・ポリシー：2, 4, 7）

・到達目標（SBO）

1. 薬物代謝能をもつ細胞を培養し、顕微鏡観察ができる。（☆）

2. 薬物代謝酵素を免疫電気泳動法で検出できる。（☆）

3. 薬物代謝能をもつ細胞から DNA、RNA、タンパク質を調製できる。（☆）

4. 薬物代謝酵素、およびその発現調節因子の mRNA 含量を測定できる。（☆）

5. 薬物代謝酵素や薬物トランスポーターの発現調節機構について調査し、発表できる。（☆）

6. 薬物動態の変動要因について調査し、発表できる。（☆）

7. 薬物の代謝と効果・副作用との関連性について調査し、発表できる。（☆）

8. 環境化学物質の代謝と毒性発現について調査し、発表できる。（☆）

9. ヒト癌細胞を用いて薬物動態の変動機構を探索および証明する研究手法を説明できる。（☆）

・実習日程

コマ数 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標

60 薬物代謝動態学分野 幅 野 渉 教 授

薬物動態等の変動に関わるエピゲノム解析

1. 薬物や環境物質等に対する応答性および代謝動態

の変動をエピジェネティクス機構から説明できる。

2. エピジェネティクス機構を解析するための基本的

な実験技法を実践できる。

60 薬物代謝動態学分野 寺島 潤 講 師

ストレスと薬物代謝

1. 低酸素、低栄養などのストレスが薬物代謝酵素の

発現に与える影響を解析できる。

2. ストレス応答の解析によって薬物代謝酵素の薬物

代謝以外の機能を探索し、新しい仮説の提唱を試み

ることができる。

これらを実験的手法、またはコンピューター上の解

析いずれかで行う。



・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書）

書籍名 著者名 発行所 発行年

参
臨床薬物動態学 : 臨床薬理学・薬物

療法の基礎として（改訂第 5 版）
加藤 隆一（監修） 南江堂 2017

参
薬物代謝学 : 医療薬学・医薬品開

発の基礎として（第 3 版）

加藤 隆一、山添 康、横井

毅 編
東京化学同人 2010

参
Standard textbook 標準医療薬学

医薬情報評価学
山田 安彦 編 医学書院 2009

参
廣川生物薬科学実験講座 15 薬

物代謝酵素

北田 光一、大森 栄 編

集、鎌滝 哲也（監修）
廣川書店 2001

・授業に使用する機器・器具と使用目的

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的

実習
高感度ケミルミ撮影装置（アトー、AE-9300H-

CP）
1 生体高分子の検出と定量のため

実習 プリントグラフ（アトー、AE-6932CP-2） 1 生体高分子の検出のため

実習
紫外可視分光解析システム（ベックマンコール

ター、DU800）
1 生体高分子の検出と定量のため

実習 遺伝子増幅装置（ABI、9700） 2 遺伝子の解析のため

実習 超音波ホモジナイザー（ブランソン、250D） 1 生物試料の調製のため

実習 微量高速遠心機（日立） 2 生物試料の調製のため

実習 卓上微量高速遠心機（日立、CT15RE） 1 生物試料の調製のため

実習 テーブルトップﾟ遠心機（久保田商事、2410） 1 生物試料の調製のため

実習
安全キャビネット（日本エアーテック、BHC-

1304ⅡA/B3）
2 バクテリアの培養のため

実習 ドラフトチャンバー（島津理化、CBR-Sc15-F） 1 生体試料の調製のため

実習 超低温フリーザー（PHC、MDF-DC200V） 1 生物試料の保存のため

実習 クロマトチェンパー（タイテック、M-210FN） 1 生体高分子の分析のため

実習 安全キャビネット（日立、SCV-1305ECIIAB） 2 組織培養のため

実習 オートクレーブ（トミー精工、LBS-325） 1 生物試料の滅菌のため



実習
CO2 インキュベータ（三洋電機バイオシステム

ズ、MCO-5AC）
2 組織培養のため

実習
薬用冷蔵庫（4℃）（三洋電機バイオシステム

ズ、MPR-312D(CN)）
1 生物試料の保存のため

実習 液体窒素保存容器（太陽日酸㈱、DR-30-6） 1 株細胞の保管のため

実習
卓上振とう恒温槽（タイテック、パーソナル

11・SD ｾｯﾄ）
1 酵素活性の測定のため

実習 エキスパート天秤（ザルトリウス、LE225D） 1 試薬の秤量のため

実習 乾熱滅菌器（ヤマト科学、SI601） 1 器具の滅菌のため

実習 サーモマグネスター（柴田科学、MGH-320） 1 試薬溶液の撹拌のため

実習
インビトロシェーカー（タイテック、Wave-SI 
slim）

1 生物試料の調製・分析のため

実習
プローベキャビネット（島津理化、RC-30 543-

540）
1 試薬の保管のため

実習 インキュベータ（アズワン、IVC-450） 1 生物活性の測定のため

実習 恒温槽用温調器（島津理化、SBAC-31A） 1 生物活性の測定のため

実習
超純水製造装置（日本ミリポア、Milli-Q Direct-

Q）
1 超純水作製のため

実習
カラープリンター複合機 （富士ゼロックス、

DocuCentre-Ⅵ）
1 卒業研究に係る資料の作成のため

実習 製氷機（ホシザキ、ＦＭ－120Ｆ） 1 生物試料の調製のため

実習
共焦点レーザー顕微鏡（暗室込）（オリンパス、

FV-1000）
1 生体高分子の検出のため

実習 倒立蛍光顕微鏡（ニコン） 1 生体高分子の検出のため

実習 リアルタイム PCR（ABI、PCR システム 7500） 1 mRNA 定量のため

実習 ＤＮＡシーケンサー（ＡＢＩ、3130xl-200） 1 核酸塩基配列の解読のため


